生け花（ウェブテキスト）

生け花 (いけばな)は、日本のフラワーアレンジメントの芸術です。季節性や非対称性、何も無い空間を重視して、生け花の実践者たちは1つの器の中に、花の本質を巧みに描写したり、広大な風景を再現したりします。

続きを読む
生け花 (いけばな)は季節の表現に重点を置いているため、アレンジに使用する素材は満開の完璧な花だけに限りません。生け花の作品は、新芽から枯れ葉まであらゆるものを使用して、自然の特定の瞬間を巧みに捉えます。アレンジメントは、茶室や個人宅、ホテル、商店、オフィスビルなど、さまざまな場所で展示されています。

日本伝統文化入門公演～ギオンコーナー～では、生け花 (いけばな)の実践者たちが、舞台上で演奏者が箏 (こと)を演奏している間に、季節の花をアレンジ。彼らは素材の質を手で巧みに査定し、生け花 (いけばな)の美的原則に則って、個々の植物や花を優雅な芸術作品に変えます。
